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論文

人間社会環境研究第31号2016｡3

「北陽浪花踊」の特徴への試論

一作歌者,詞章構成,詞章と視覚表現との関係をめぐって－

人間社会環境研究科客員研究員

笠井津加佐

要旨

北陽浪花踊の訶章は，上演年代の前半と後半では印象が異なる。本稿は，踊りの一要素である

訶章の特徴を明らかにするため，その前段階として，訶章の周辺部分，即ち作歌（詞）者，詞章

の構成，詞章と振りや舞台装置との関わりの変化ついて考察した。なお北陽浪花踊の創始は明治

,5年であるが,本稿では，一旦中断したのち，大正4年の復活から再び中断する昭和12年までの，

計23回分を扱う。

考察の結果，以下のことが確認された。

作歌者は大勢として，前半の学者や小説家から，後半の花柳舞踊研究会，松竹，歌舞伎界との

関係が深い者へと変化した。これは訶章が，文章自体の優を示すものから，舞台芸術の一部とし

て機能するものへと，その役割を変えたことを示している。

詞章構成は概ね，四季の変化を踊で表現する構成から，何らかの意味付けを場の集積で表現す

る構成へと変化した。四季の変化，即ち，時間の変化には，時代という大きな流れを組み込むこ

ともあり，また場の集積には，言葉遊びのようなものや，主題を表現するために集積したものな

ども含まれるが，やがて時間と空間を駆使する表現に発展していったと思われる。

さらに，詞章と振りや舞台装置との関わりに関しては，まずその振付が，西川流から花柳流へ

変化したことが挙げられる。これは京都の都踊が，第’回以来変ることなく井上流の振付で’似

たものを深め続けてきたことと異なっており，舞台装置などにも影響していると思われる。

前半から後半への変化の背景には，「新舞踊運動」の影響が認められる。本稿で，北陽浪花踊の

特徴を「変化」とのみ結論づけることは難しいが，田中良の著作などから変化を厭わぬ積極性と

考えた。今後は，今回明らかに出来なかった部分を，詞章の精査等により追究したい。
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Abstract
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verses,andcolTelationsbetweentheversesandchoreogaphylaswellasstagesettmgsarc

discussed,mordertoexaminethecharacteristicsoftheverseS.ThiSpaperdealswiththeperiodof

perfiOnnancefroml915tol937.Ingeneral,Uricwritershavechangedfromscholarsand

noveliststopeopleintheHanayagiSchoolofJapanesedance,andtopeoplewithaclose

relationshipwiththeShochikuandtheKabukiworld.Theroleoftheverseshaschangedhom

lyricstoelementsofdanceasaperfiormmgart.Ingeneral,twotypesofcompositionareseen:

dancecompositionsthatexpresseschangesmthelandscape,basedonthefburseasons,anddance

compositionsthatconsistsofanaccmnulationofscenesofverbalplayandcertamthemes.In

visualexpressions,choreogaphyhaschangedhomtheNishikawaSchooltotheHanayagiSchool,

whichmighthaveaHectedstagesettmgs,amongothers.ThisisdifferenthomMyα"om"that

developedinKyotothrou"choreogaphyofthelnoueSchool,fbllowmganddeepeningraditional

ways,whichhasnotchangedsmcethebegilming.However,atthepresentstage,itisdifficultto

decidewhethercharacteristicsofMmjwqo""aremfact,"changes."Inthefimlre,itissuggested

thatissuesthatarenotclarifiedinthissmdyDsuchaswhythehameworkofthefburseasonsare

mamtainedinthecompositions,amongothers,shouldbeinvestigatedthroughmmmeexammation

oftheverses.

KeVwords
〃

Hbh4yoMmiwzzo"",Iyrics,Songwriter>Choreography>Stageequipment

はじめに
しかし十五年戦争末期の大空襲により北新地一

帯も灰儀に帰したため，その史料も浬滅したと思

われてきた。筆者は，所蔵者である佐藤恵氏よ

り，大阪文化の精華を後世に伝えたいとの意向で

関係史料一式を託されたことを受け，史料を広く

研究者に提供し，史料がないために停滞している

研究に活かすべく，まず浪花踊番付の一部につい

て，その形態から本文の記述状態に至るまで全て

画像化したうえ，過去3回に亙って『人間社会環

境研究』第28号4>'第29号5)および第30号6)に公開

してきた。本稿では浪花踊の発展を考察するた

め，佐藤家史料から追究が可能な，詞章，振り，

舞台美術等を中心として，花柳舞踊研究会との関

連に言及しながらそれぞれの変遷を跡付ける。す

なわち本稿は，先行研究が皆無に近い浪花踊の基

礎的研究であるが，田中が著作でその影響を述べ

た京都花街等の研究にも稗益するものと考えられ

る。

本稿は大正4年から昭和12年まで北陽演舞場で

上演された浪花踊に関する研究である。北陽（大

阪北新地）浪花踊は京都都踊の影響で創設されl),

明治15年から同23年まで上演された時期2)もあっ

たが，本稿で対象とした時期は，大阪がその経済

力を背景に「大大阪」と呼ばれ，文化面でも芸術

家等が多数来阪して活躍するなど，全国の中心と

して注目された時期であった。この時期，浪花踊

は東京に興った新舞踊運動の一環である花柳舞踊

研究会と関わり発展している。舞台制作で最も費

用がかかると思われる舞台美術を担当した田中良

は，北陽が「実験室的な存在」であったと感謝し

ているが，北新地その背後の大阪の経済力あっ

ての北陽の存在であったことは言うまでもあるま

い。田中は浪花踊の積極性が「逆に京都の都踊や

鴨川踊にも反映して」とその影響まで述べてい

る3)。このように浪花踊は当時，舞踊全体の発展

にも寄与したと考えられる。
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1．浪花踊の周縁に関する先行研究

浪花踊の先行研究は，現在までのところ皆無と

言ってよい。唯一確認できたのは，『映画「大大阪

観光」の世界』（大阪大学総合博物館叢書4）末尾

に収録された，北陽浪花踊に関する紹介文であ

る7)。そこには，豪華な舞台と芸が際立った和洋

合奏のレビューとの記述が見られた。

一方，浪花踊が影響を受けた京都祇園甲部の都

踊を初め，京都五花街に関する研究は，文化人類

学，社会学などの分野で開拓されつつある。都踊

の振付を担当してきた井上流に関する岡田万里子

(2013)8),上七軒の北野踊に関する中原逸郎

(2012)9),都踊の映像資料の記録，保存に関する

科研費報告書（1998～2000,研究代表者・長田豊

臣)'0)などであるが，一つの花街に特化した個別

研究の段階に止まっている。

浪花踊が上演された時代の分析指標としては，

近代日本において漸時変容し続けた芸能の芸態

を，様々な角度から検討した京都市立芸術大学日

本伝統音楽研究センター報告書5（研究代表者・

後藤静夫,2010)''),北新地を含む都市空間として

の花街に関する加藤政洋(2005)'2)などの研究を参

照した。

2．浪花踊（大正4年から昭和12年）の作

歌者等に関して

以上の先行研究を踏まえ，これまで知られな

かった北陽浪花踊の詞章を分析する。踊の詞章は

文学作品とは異なり，音楽や視覚表現の影響を直

接に受ける。ただ，佐藤家史料には一部の映像は

残るが音源がなく，現在までに他で確認できた音

源も僅かなので，本稿では詞章の作者（作歌者)，

構成，視覚表現との関わりなど，踊の傾向を示す

周辺部分から追跡を行うほかはない。

まず，大阪四花街全体における「春の踊」の変

遷を通覧するため，北新地をはじめ花街の番付を

可能な限り蒐集し，『近代歌舞伎年表大阪篇』'3)な

ども参照しつつ，作歌者について表1を作成し本

稿末尾に掲げた。また，『明治大正大阪市史｣'4)，

『南木芳太郎日記』'5)，雑誌『上方』'6)などの文献か

ら，浪花踊に言及する記事を拾集した。

表lに明らかなように，北陽浪花踊の作歌者

は，他の大阪花街と比較して特色がある。すなわ
なんす山、

ち三花街がその初期から，生田南水など在阪の文

学者等に委嘱したことと異なり，北陽は殆どが在

京の人士である。但し新町廓のみは，大正末年か

ら池田大伍など在京の文士に委嘱することもあっ

た。

北陽浪花踊について具体的に見れば，第1回の
かてい

大槻如電，第2回の渡辺霞亭の後は，第8回まで
なからいとうすい

半井桃水である。第9回及び第10回は，半井と岡
しこう

村柿紅の共作であるが，第ll回及び第12回は再び

半井単独の執筆である。その後，第13回から第16

回まで岡鬼太郎が執筆するが，第15回は「十五周

年記念佳作選集」として，半井，大槻，岡村作品

とともに岡の作品が演じられた。第17回からは長

田幹彦が執筆し，さらに21回から戦前最後の第23

回まで，木村富子が執筆している'7)。

まず，大槻，渡辺による作歌の担当は，浪花踊

を周知させるため，知名度の高い人士に委嘱した

ものであろう。それぞれ一回限りである事情に関

しては，今後の周辺史料調査を待たねばならな

い。

半井の担当は第3回から第12回まで続き，全23

回公演の半ばを占めるので，彼の詞章が浪花踊前

半の特徴を窺わせる言ってよい。一方この時期の

振付は，第12回を除き西川石松が担当した。美術

は田中良が第9回に一場面を担当し，第12回以降

は全面的に参加したが，それ以外は田中が加わっ

たのちも舞台装置を担当し続けた野村芳光らが，

単独で舞台背景画を担当している。

12回浪花踊が上演された大正15年の晩秋，半井

が他界し'8)代って岡が作歌者になった。だがより

重要なのは，後の花柳舞踊研究会との関係に繋が

る岡村と半井が共作した，第9回・第10回であろ

う。第9回は，田中が舞台考案'9)で一部参加した

時でもあった。田中はその著作で，当時市村座や

花柳舞踊研究会など新舞踊運動の関係者や，作歌
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者の岡村との関係が深かったことなどから，北陽

演舞場との関係が出来たと記している20)。では，

岡村と北陽の関係はどのような経緯で出来たの

か，既に作歌を続けていた半井との交流はどうで

あったかなど，未解明の部分は多い。ただ，半井

の年齢と体調から次期作歌者・岡村が選定された

が，その他界21)により，再び半井が死去まで担当

したことは間違いない。現在は推測の域に止まる

が，岡村が選ばれた背景には，北新地と六代目菊

五郎の関係22)，加えて市村座との関係認)があった

ものと思われる。第9回の作歌を担当したころ，

岡村は既に病気勝ちであったが，敢えて作詞を引

き受けたのは，関東大震災で焼失した市村座再建

との関係も推測される型)。いずれにせよ岡村と北

陽の関係は，今後の精査が必要である。

ただ，岡村が作歌を担当し，田中が美術に参加

したことが，二代目花柳壽輔をはじめとする花柳

舞踊研究会との関係を深める機会となったこと錫）

は，浪花踊の傾向変化を知るうえで肝要である。

第9回浪花踊の演目「浮世絵」は岡村が作詞し，

西川石松が振付けたものだが，翌大正13年の花

柳舞踊研究会では，ほぼ同じ詞章と推測される

｢彦根屏風」を壽輔の振付で発表しており泌)，作歌

者が岡村であることは『花柳舞踊研究会記念画

集』")で確認できる。また，のちの第15回で記念

佳作選集として公演された浪花踊にも「浮世絵」

が入っており，振付は壽輔である。本稿では，以

上三上演の関係を明らかにすることはできない

が，岡村の存在が北陽と花柳流の関係の要であっ

たことは間違いない。

第13回から第16回まで作歌を担当した岡は，明

治45年9月，市川左団次が東京松竹の専属となっ
しこう

たのち，小山内薫岡本綺堂．山崎紫紅，松居松

葉らとともに松竹と関係が出来，のち入社した。

大正12年の歌舞伎座再建時には，歌舞伎座の内幕

顧問に就任している銘)。岡が，半井のあと浪花踊

の詞章を担当した経緯も，一つには，かつて岡村

に訶章を依頼したことからも窺われるように，当

時の北陽関係者に歌舞伎志向の傾向があったこと

が考えられる。

また佐藤家史料には，浪花踊番付に名前がない

小山内薫からの書信が含まれている。小山内は松

竹キネマ俳優学校創立の際，校長に招聰され，そ

の後松竹キネマ合名社に入社し，大正10年10月か

ら大正12年5月まで取締役に就いている")。

そのほか，松竹と北陽浪花踊双方に関わる人物

として，田中良が確認できた◎田中は大正8年3

月から，松竹キネマ合名社設立へ向け，白井信太

郎，市川猿之助，松居松葉山森三九郎とともに

海外事情視察に出かけており，その後大正9年ll

月から同10年5月まで監査役を務めている鋤)。後

述する第21回から詞章を担当した木村富子の夫，
きんか

木村錦花（錦之助）も，松竹興業取締役（昭和3

年11月から同11年5月）を務めていたことが確認

できた3'>・

一方，北陽と松竹の関係の深さは，北陽役員で

あった佐藤駒次郎が，十五年戦争末期，松竹の寮

(在兵庫県芦屋)へ史料などを疎開させたことから

も知られる（佐藤恵氏による)32)。また駒次郎の

父．卯之助が永楽館の席主であったこと謁)など

で，興行界での付き合いがあった可能性もあろ

う。無論北新地には，佐藤家以外にも松竹や歌舞

伎役者との関係が深い者もいたことであろうか

ら，今後精査を必要とする。

岡に続き，第20回まで浪花踊の作歌を担当した

のは長田幹彦であった。長田は，作家としてデ

ビューしたのち，作詞家としても活躍しつつあっ

た。昭和5年，ビクターが制作した「祇園小唄」

の歌詞を手がけており謎)，その後もビクターは

｢浪花踊行進曲｣弱)を作成している（昭和6年）か

ら，北陽での起用に関係があると推測されるが，

その経緯等は未詳である。

木村富子は，錦花の妻で，松居松翁の弟子で

あった。大正15年の「玉菊」が最初の作品である。

北陽との関係は，松竹との関係や，歌舞伎との関

係など輻轤する。詞章の異同に関する佐藤駒次郎

宛の書信も残されている。

上記のように北陽浪花踊の歌詞は，上演の前半

期においては，踊りの作歌経験はあるものの，学

者や小説家であった大槻,渡辺,半井が委嘱され，
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後半期は，長田は例外かもしれないが，花柳舞踊

研究会や松竹・歌舞伎界との関係が深い，岡村，

岡木村が委嘱されていたことが確認できた。

3．詞章の構成

まず，浪花踊番付の記述から，詞章構成につい

て，主題の表現と詞章中で使用される場の一覧表

を作成し，本稿末尾に表2，表3として掲げた。

表2に見られるように，浪花踊の詞章は概ね，

冒頭に置き歌があり，そのあと四季の流れに沿っ

て主題の情趣を表現する構成が取られている。そ

の変化は，置き歌部分にも，続く四季の部分にも

見られた。置き歌部分では，浪花の風景が描かれ

た金襖，銀襖または御簾から，金地に墨絵や大和

絵で当年の勅題を表現するように変化する。さら

に主題そのものを，光線や絵で表現するようにな

り，浪花踊全体が一主題の表現世界を形成するよ

うになる。置き歌の変化は，現在入手できた愛蔵

版番付と全ての簡易版番付の記述からは，第6回

目で確認され，金地に墨絵で勅題（田家早梅）が

表現されている。その後，第12回では光線で夜明

けを表現した。以後も，勅題を表現することも

あったが，その年の浪花踊の主題表現が多かった

ようである。

次に，主題の情趣を表現する部分については，

四季の流れに沿う様式は基本的に踏襲されるが，

かなり大きく変化してくる。当初，某音頭や某節

といったものが一部付加されるところがあるもの

の，春夏秋冬の四季に詞章が分けられていた（四

季の始まりが夏か春かの違いはあった)。

第4回で六場構成となり，場の変化が多く見ら

れるようになる(表3参照)。さらに季節の変化に

加え，八ツ橋など各季節に相応しい風物が付加さ

れるようになる。その後，場の変化はより多く

なっていった。また，季節変化に挿入された踊

は，その部分だけで独立できるように思われ，第

8回では「大原女」の久保田米斎考案の舞台装置

を使った場面があり，第10回では，住吉踊保存会

が復活させた「住吉踊」を舞踊化した場面と江口

の遊君を題材にした「新舞踊」を，全体の流れと

は異なる独立した踊として，少人数（6名）で踊

る場面に発展させている。

第9回「歌絵巻」は四季の変化を基調としつつ，

｢平安朝」「鎌倉時代」「江戸末期」「奈良朝」「足利

時代」「慶長風俗」「現代」の注記が付されており，

順不同ではあるが歴史の流れを通観させるのが特

色である。

第12回浪花踊では，四季の変化は構成に直接表

れない。構成要素は，6色からなる色彩であり，

各々の色を想起させる花や蝶である。しかし，こ

の花や蝶が同時に，四季の移るいをも想起させ

る。即ち，第二場「紫」は「藤花」の場面で5月，

第三場「黄」は田園の初夏で蝶が舞う。第四場

｢黒」は独立した場面のように思われ,黒の言葉遊

びで詞章が出来ている。第五場「白」は初詣の新

春であり，続く第六場「赤」は秋を想起させるが，

｢猩々｣の独立した場面と考えられる。第七場｢青」

は春が再び巡り，最後の第八場で「紫」「黄」「白」

｢赤」「青」の五色が賑やかに放射され，華やかに

六つの色彩を纏めて終わっている。最後の光線放

射によって，この踊が四季の移るいを直接表現し

たものではないことがわかる。

これ以降の浪花踊は，大枠として四季の移るい

から逸脱する傾向を見せる。四季を想起させる詞

章は登場するが，一場に春と秋とが混在するもの

や，冬や夏の情景が全く読み込まれない回が頻出

する。その中には第14回のような言葉遊びもある

が，むしろ主流となるのは第15回「浪花の賑ひ｣，
まいあがるそらもすみよし

第18回「産業の大阪｣，第21回「舞上空住吉｣，第
しのぶおもかげなにわの

22回「浪花賑淀川絵巻｣，第23回「偲面影浪花
いろどり

色彩」のような，時間と空間を駆使しての大阪讃

歌であった。ただ日中戦争で中断する直前の「偲

面影浪花色彩」のみは，「一月（上）北陽万歳」以

下十二カ月構成で上演されており，一見すると四

季の復活のようにも思えるが，これは大阪の祭礼

や習俗を時間軸で配列したに過ぎない。

総括すれば，浪花踊の訶章構成は，四季の変化

を表現するものから，時間と空間を駆使した意味

付けのある場の集積へと変化し，その中では特に
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大阪讃歌が目立っている。これは大正末以降の

｢大大阪」を意識した変化とも言えるが,芸能研究

の視点からみてより重要なのは「新舞踊運動」の

大阪北新地への浸透であろう。注目すべきはこの

運動の旗手の一人であった田中良が，第9回の一

部に「舞台考案」として加わり，第12回以降は全

面的に関わることである。すなわち第12回以降顕

著となった詞章構成の変化は，田中の関与と軌を

一にしていると言っても過言ではない。

4。浪花踊詞章と視覚表現との関わり

本稿で取り上げた浪花踊において，視覚表現と

詞章の関わりはどのようなものであったろうか。

視覚表現の中心は，踊の振りと舞台装置衣装で

あると思われる。まず踊の振りは，前半期を西川

流が，後半期を花柳流が担当した。踊である以

上，舞台装置や衣装，詞章にも，踊の指向性が影

響すると思われるが，前半については残念なが

ら，未だそのイメージをつかめずにいる。後半に

ついては，舞台美術を担当した田中の著作や，花

柳舞踊研究会の舞台写真集，また，佐藤駒次郎宛

の若干の書信などから，それらの断片を窺うこと

が出来る。

ただ前半部分に関しては，番付に「場面の説明」

があり，僅かでもその舞台が窺えるので，確認で

きた浪花踊の振りと舞台装置等に関わる記述につ

いて表4を作成し，その記述をもとに考察を行い

たい。まず表4の記載から，総踊りで，「団扇」や

｢枝」を持ち，「ヨーイヤサ」の掛け声をかけるな

ど，先行する都踊の影響がみとめられる。

次に振りについては，西川流が振りを担当して

いた前半では，「古雅なる」「瓢逸なる」「面白く」

｢軽妙なる」「やさしき」「艶雅なる」「妙味を表は

す」「優美に」「賑々しく」「妙なる」「風情ある」

｢見る目も綾錦」「軽妙にして然も妙味を失わない」

｢寛やか」「華々しく」「新しき試み」「たへなる手

振」「軽快な」「擬へたをかしな」「淑やか」「華や

か｣｢古風を加味した極めて素撲でしかも優美を失

わない」「勇ましく極めて軽快に」「をかしう畷し

て」「派出やかに」「長閑やかに妙なる」「軽妙でし

かも色っぽい」「芸術的気分」「優にやさしい」「典

雅荘重な」「大胆なる試み」「人形振」「変化多く面

白く」などの形容が見られる。上記用例は，上演

順に第12回までを引用したものである。

以上の語句から，振付はまず美しいこと，その

美しさは品のよさを競っていたことが読み取れ

る。詳細な分析は本稿ではできなかったが，詞章

自体からもこれらの情緒は窺われた。また，「優

美」は「勇ましさ」や「軽妙さ」と相反するもの

ではない。この「優美さ」が実際にどのように表

現されたかについては，表4に見られるように，

ほとんどの記述が「桜の枝」や「扇」といったも

のに象徴させているようである。解説の書き方に

もよるので断言はできないが，観客周知の「優美

さ」であれば小道具の記述で代えることが可能で

あろうし，また，浪花踊が一般向けのものであっ

たなら，目に見える扇や枝について記述し，その

形象をもって観客にイメージさせる方法が得策で

あったかもしれない。しかし第11回あたりから，

振りに関する記述が具体的になってくる。同第六

場の人形が踊り出す舞踊の解説では，「女人形の

原型を踊子一人表はれ少時人形振あり後踊子六人

となり最も優美なる振にて踊る」とあるが,「優美

なる振」は踊子が増えてからの踊りとも解釈でき

る。なぜなら，「人形振あり」と「最も優美なる振

にて踊る」が，踊子の数を伴って対になるように

読めるからである。しかし，こういった解説書き

は，くだけた文で書かれることが多いであろうか

ら，「人形振」も「優美なる振」に含まれるとも考

えられる。もしそうなら，「優美なる振」は踊子の

一連の動きを示す言葉となる。以前の「優美な

る」とは異なった，身体表現そのものに関わる記

述と考えられるならば,「優美なる」と記述される

内容に変化が生じた，即ち，持物など付属物で優

美さを表現するのではなく，身体表現自体の優美

さへと，北陽の志向が変化したとも考えられるで

あろう。これは，同じ第11回第七場の解説「各自

異様の手振配列にて最も変化多く面白く踊る」の

記述においても，「面白く踊る」とは，各自が異
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なった振りと配列で変化が多い踊りと読める。た

だし，番付の出演者名簿で配列部分について確認

すると，立方24名が12名ずつの2グループに分か

れている。そのほかは，女人形と豊年踊りの立方

の記述があるだけなので，この24名が，第七場で

｢各自異様の手振配列」で踊る踊子であろう。「各

自異様の」がグループ間か，個々人かは断定でき

ないが，集団による規則的な変化が振付に導入さ

れたことまでは言えよう。こういった変化とも関

わってくるが，前半期においても，徐々に「新し

き試み」「芸術的気分」「大胆なる試み」と舞台解

説者が記述していることが注目される。これらの

記述から，西川流が振りを担当していたころから

も，徐々に「優美な」踊だけではなく，「芸術的気

分」を求めて「新しき試み」「大胆なる試み」を指

向していた浪花踊が推測される。その内容を記述

していると思われる部分を確認すると，以下のと

おりである。

二十四人の踊子は五大国々旗を片手に日本の

表象たる桜花を配したる扇子を持ちて新らし

き試みとして此種舞踊に始めて応用する管絃

楽を加へた三部合奏の元に賑々敷打出し（第5

回，第八場）

西川流得意の優美にして軽快な振りに苦心し

た日本舞踊の極致を示したところで，且つこの

大原女の扮装はすべて古式に則り実物と寸分

違はいやうに調へ，わけて舞台装置は特に久保

田米斎氏を煩はしたもので（略）すべての点に

於て芸術的気分を遺憾なくそ興ることと信じ

ます（第8回第六場）

謡曲に舞踊に古くより伝われる江口の君の遊

ぴ女を新らしく書き表わしたる新舞踊（第10

回，第七場）

当初，「新しき試み」は，第5回第八場に見られ

るような音楽の新しさであり，「芸術的気分」は，

第8回第六場に見られるような扮装や舞台装置に

言及が多いが，浪花踊のような多角的かつ総合的

に成り立つ芸能では，踊りと音楽，踊りと舞台装

置などが影響を及ぼし合う関係にある。それゆ

え，第10回第七場「新舞踊」に見られるような，

従来からの有名な素材を新たな訶章を書き起こ

し，新しい舞踊を作り上げる方向へ向かったこと

は想像に難くない。ただ，おそらく前半の詞章の

美しさは，身体芸術に関わる美よりも，言葉のそ

のものの美の比重が高かったことが推測される。

このように考えると，先程の「優美なる」の内

容とも関わるが，北陽が「新しい」と考えた点は

身体表現の周辺から始まり，「優美なる」と考えた

点も同様であったと言えはしないだろうか。ただ

し，北陽の「新しさ」「芸術的」なものへの変化

は，既に西川流の振りで志向され，始まっていた

点は再度確認しておきたい。

木綿をつけた榊や，鈴や，日の出に三足の霊烏

を描いた太鼓を手にした十二人の踊子が昔の

事触や弥勒に擬へたをかしな手振で「オヤモサ

オヤモサ」と極めて軽妙に踊りぬきます（第6

回，第四場後段）

これは，廃れた踊りの復活と関わりがある踊り

で，番付に，その由来が紹介されている。途絶え

た芸能と関わりながら，新しい踊りの場面を編み

出す流れがあったようだ。このほかにも表3のと

おり，「吉左右踊」や「住吉踊」などが確認でき

た。これらは，少しのちの昭和5年以降になる

が，大阪文化の保存に貢献した南木芳太郎の日記

に，北陽との交流を示す記事が散見され，佐藤駒

次郎が『上方」に北新地に関わる記事を書いてい

ることなどからも，確認できる。こういった芸能

との関わりが，芸術志向以前に新しい踊りを生み

出す土壌となったのではないかと筆者は考えてい

るが，まだ不明な点が多く，今後の調査で明らか

にしたい。

また，このような変化が，北陽が自ら求めた変

化であるのか，それとも時代や地域が要請するも

のであったのかは確定できないが，踊の上手い芸

妓による総踊とは異なった少人数による別踊を設

けていることや，その舞台説明には概ね「北陽独

特の」と断っていることから，北陽が独自に行

なっていたとまでは言えるであろう。

同様に，花柳流が振りを担当するようになった

後半の番付を確認すると，「花柳三之輔氏の振付
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にて」「いと優雅なる」「参詣の心持ちにて」「軽快

な」「花柳芳次郎氏の振付」「按配して」「互に錯交

滑稽味十分軽妙なる」「花柳壽輔氏の振付」「三々

伍々一団となり各別の」「一人にて一場を」「従来

の春の踊の形式を破った純芸術的」「大脂なる試

み」「花柳芳次郎氏得意の」「新工夫」「美観壮観の

極致を表現し」「至極艶麗なる」「十日戎参詣の情

緒を十分に味はせ」「面白き」「軽妙な」「優雅な」

｢屏風の画面其儘の気分を出す」｢風雅なる」｢歌詩

の終りには再び幕開きの位置姿勢となり」｢神代

厳粛なる場面」「数十条の色彩テープの端を持て

る踊子前後左右に動きをなし（略)優雅艶麗なる

場面」「節調面白く異国情調豊かに」「歌詞に連れ

舞ひ初め（略)濃艶な振事」「歌詞の終わると共に

人形は幕明きの位置姿勢に」「花柳三之輔特有急

テンポにて鍛冶音響の舞踊化とも称すべき活気旺

溢」「機械の踊を見せ行進曲の演奏に連れ踊のク

ライマックスに達す」「リズミカルに表現し」「浮

かれ拍子の振｣「酒機嫌の振」などの記述が見られ

る。

前半と異なり，後半では「花柳壽輔氏の振付」

｢花柳三之輔特有」など,振付者の名前を大切にす

る傾向が見られた。当時，踊好きの観客の中で，

振付者の名前が振付の内容を想起させるほど，彼

らから認知されていた可能性が考えられる。ま

た，花柳舞踊研究会という新しい芸術を作り上げ

るという責任が，振付者の名前を記述する習慣を

つくった可能性も考えられる。いずれにせよ，さ

らに新しいものが浪花踊に関わったことが振付者

の記名から読み取れる。

また，前半と異なり「優美」といった形容があ

まり見られない。「軽快な」「互に錯交滑稽味十分

軽妙なる」「従来の春の踊の形式を破った純芸術

的」「大膳なる試み」「新工夫」「面白き」「軽妙な」

「リズミカルに表現し」など,軽快で芸術的な踊り

への北陽の傾きが窺われる。さらに「三々伍々一

団となり各別の」「一人にて一場を」「十日戎参詣

の情緒を十分に味はせ｣｢屏風の画面其儘の気分を

出す」｢歌詞の終りには再び幕開きの位置姿勢と

なり」「数十条の色彩テープの端を持てる踊子前

後左右に動きをなし（略)優雅艶麗なる場面」「節

調面白く異国情調豊かに」「歌詞に連れ舞ひ初め

(略）濃艶な振事」「歌詩の終わると共に人形は幕

明きの位置姿勢に｣｢機械の踊を見せ行進曲の演奏

に連れ踊のクライマックスに達す」など具体的な

振りが記述されているので，踊りの新しさや試み

の内容が想起できる。これらの記述からは，いき

いきとした身体表現が読み取れ，美しい芸妓の美

しい所作から何らかの対象を表現する踊りへと浪

花踊りが変化していることが窺える。こういった

変化を詞章がどのように受け止めているであろう

か。訶章そのものの分析は，別稿に譲るが，第21

回から23回までを担当した木村富子の佐藤宛書簡

から，詞章と踊りの関係が流動的であったことが

分かる。

その節お約束の舞踊台本本日出来いたし，とも

かくも花柳家元へまでさし上げ置候

名題其他内容とも御相談の上よしなに御変へ

下されても差支これなく先はとりあへず御返

事まで

この書簡は，消印から昭和8年12月のものであ

ることがわかる。富子が浪花踊の詞章を担当する

1年前のものであり，浪花踊そのものに関する書

簡ではないが，関係がよくわかるので引用した。

踊りが，作歌者と振付者の間でゆれる様が窺え

る。

以上，振りの変化について変化を確認したが，

舞踊の表現に関わるもう一つ重要な舞台装置につ

いて，表4に基づき先ず前半期を確認する。

「舞台居どころ返しにて」「後段舞台光線の応用

は夕映の紅葉に錦を染むる風光は次第に黄昏

迫りて暗転と同時に当場特有の舞台装置に依

り」「大道具にて正面一面にかけ渡したる大刎

橋に八名の踊子を乗せたるまま大羅り揚げ」

｢本水応用の大舞台にて（略）舞終れば踊子は

其儘に暗転」「当演舞場の得意とする最新の電

気装置によりて雪の曙に吹雪の光景」「正面銀

襖が左右に引かるふと」「本水使用の噴水が色

電気にて五色の玉を散らし所々に電飾輝くと

いふ当組合独特の大道具」「蛍の群が入り乱れ
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て飛び交ふさまを例の最新式の電気応用で御

覧に供し」「美観をこれ亦電気応用で現はし」

｢伝説を最新式の電気とモースキットネットの

応用で江戸時代の面影を目の当り現はさうと

試み」「これは最新式の電気照明法を応用した

もので即ち今年の勅題（略）の意を現はした訳

で」「わけて舞台装置は特に久保田米斎氏を煩

はしたもので両袖を包みますから舞台は額面

のやうに見え，恰度画面から人物が抜けて出た

かのやうな感じがするなど，すべての点に於て

芸術的気分を遺憾なくそふることと信じます」

｢洋画家田中良氏の考案になれる春日野の夜景

を配したり」「有名なる彦根屏風よりヒントを

得て作られたる岡村氏の大胆なる試み（略）久

保田米斎画伯の考證に依れる画面其儘の風俗」

これらの引用からは「居所返し」「暗転」「本水

応用」など従来の舞台で見られたものや「正面銀

襖が左右に引かるると二十四人の踊り子が奈良絵

の扇を持ちて」と，都踊の影響が濃いと思われる

ものの中に，北陽独特と記述される「電気」や

｢モースキットネット」の応用がある。これらは，

視覚に直裁に訴える効果があり，観客が効果を理

解し易く効果に驚き易い装置であろう。一方，久

保田米斎や田中良の考案する舞台は驚きより趣き

を提供する装置であり，芸術的気分をそそると北

陽が述べるように，観客が直裁に驚くような装置

ではない。踊りと一体化し，表現する機能を持つ

装置と換言しても良かろう。

では，後半ではいかがであろうか。

「光線を応用して夜明を現わす」「天王寺公園付

近の景中央に五色の噴水塔を現し五色の光線

を放射す」「せり上った御厨子」「観客をして演

舞場内にあり乍ら恰も実際の演舞場の門前に

佇立する感」「舞台は純写実を避け奥深き装飾

風の梅林」「客席の上は最も進歩したる方法を

以て只一声のベルを合図に燗漫たる桜花を一

時に垂下し」「舞台は一面適当に配置せる各種

線乱たる宝玉舞台天井より垂下せる理路より

放つ光の交錯を硝子金属電光の装置にて現は

す最も華麗薪新なる舞台装置で田中良氏が特

に意を払はれた」「舞台中央に垂下せる数十条

の色彩テープの端を持てる踊子前後左右に動

きをなし」「此場面は御朱印船より仇夢に移る

つなぎの幕で」「ホリゾントに北陽独特の電気

照明を以て五月雨及淀の水流を表はす」「此場

は紫外光線応用にて目新らしき趣向」「舞台全

体を花見船と見立て」

記述には前半同様に「光線」の使用が，第12回

｢六つの色彩」のように，「五色の噴水塔を現し五

色の光線を放射す」といった，光線そのものが主

題に関わる場合がある。さらに，「天井より垂下

せる選洛より放つ光の交錯を硝子金属電光の装置

にて現はす」といった，北陽演舞場のシャンデリ

アと思われる｢瑛略｣を利用した現代のミラーポー

ルのような装置も考案され，光の使い方がより美

術的に複雑になっている。

後半では，舞台全体を美術的に舞踊と関係づけ

た舞台装置を志向している。「観客をして演舞場

にありながら恰も実際の演舞場の門前に佇立する

感」「舞台全体を花見船と見立て踊子十二人船中

にて浮かれ拍子の振」などが，その事例である。

単に背景としての働きではなく，有機的に踊りに

関わっていく姿勢が見える。「舞台中央に垂下せ

る数十条の色彩テープの端を持てる踊子前後左右

に動きをなし」のように舞台装置が踊の所作に関

係する場合もある。これらは，振りとの関係で述

べたと同様に，所作から身体表現舞台芸術へと

変化していく過程である。そして，「此場面は御

朱印船より仇夢に移るつなぎの幕で」といった，

連続する場面は，幕なし16場の『モン・パリ』上

演が昭和2年9月のことであり，歌舞伎座での東

京公演には田中自身が関係していることから，宝

塚歌劇の舞台進行との関連も示している。

5．浪花踊の特徴一結びにかえて－

大正4年，北陽演舞場落成とともに再出発した

浪花踊は，日中戦争の影響で再び中断するまで上

演23回を数えたが，その間の変化には著しいもの

があった。小山冨紀子(2001)調)は，浪花踊りがそ
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の影響を多く受けたと思われる都踊を花に職え，

似たものでも飽きない一因は「変化を不変でくる

んだこの巧みな二重構造」であると述べている。

一方，浪花踊は全く逆の志向を持ち，積極的に変

化し続けた。

本稿では，詞章の周辺部として作歌者，訶章構

成，詞章と視覚表現等について分析し，振りや舞

台装置などに言及して，その変化を辿ってきた。

作歌者は大勢として，学者や小説家から花柳舞

踊研究会や松竹。歌舞伎界との関係が深い担当者

へと変化した。これは訶章に，文章自体の優雅さ

よりも，舞台芸術：踊りの構成要素に相応しいも

のを求めた故であろう。作歌者を大阪以外から招

致したことも，この変化を容易にしたと思われ

る。

詞章構成としては概ね，四季の風景の変化を踊

で表現する構成から，時間と空間を駆使した意味

付けのある場の集積へと変化した。この四季につ

いては，岡田（2001)訂)に都踊の第64回から69回，

71回，72回番組が掲載されている。それによれ

ば，都踊は凡そ四季の構成になっており，浪花踊

も当初は，都踊の影響を受けたと思われる。さら

に，小山(2001)が述べるように，最初の置き歌

と最後のさくらが定番となって付加されていた。

銀襖を伴った置き歌部分が，浪花踊にも見られる

ことにも都踊の影響が窺われる。加えて都踊が，

四季構成を少しずつ変えながら大枠を残したのと

は異なり，浪花踊の置き歌部分には変化が見ら

れ，最後は桜にこだわることなく，様々なフィ

ナーレを生み出している。四季構成，置き歌と最

後を確認するだけでも，都踊が保持した構造と浪

花踊の方向性は明らかに異なっていた。北陽への

｢新舞踊運動」の影響は，看過できない。

さらに詞章と視覚表現との関わりとして確認し

た振りと舞台装置に関しては，都踊が第1回以来

変ることなく井上流が振付を担当したのに対し

て，浪花踊は本稿で対象とした23回のうちでも，

西川流から花柳流へと変わった。この変化はさら

に，音楽や舞台装置などにも影響を及ぼした。

舞台装置に関しては，前半から，従来の舞台で

も見られた「居所返し」「暗転」「本水応用」や都

踊の影響が濃いと思われる所作に加え，北陽独特

と記述される「電気」や「モースキットネット」

の応用があった。その後，久保田米斎や田中良の

考案する舞台は踊と一体化して，表現機能を持

ち，芸術的気分をそそる装置を生み出したものと

思われる。

舞台装置に関して山田和人（2001)銘)によれば，

都踊でも暗転や羅による上げ下ろしを使用してい

た。さらに幕の振り落とし，引っ込み，からくり

仕掛けの道具などもあったようだが，浪花踊に用

語が見えない装置に関しては，今回は言及してい

ない。都踊独特と記述された「電気応用」の一例

として，アオチと呼ばれる仕掛けが紹介されてい

るが，北陽のものとは様相が異なっていた。山田

(2001)の図を見ると，書割り本体に電灯が付き，

書割りと電灯が同時に引き上げられる仕掛けのよ

うである。北陽では現代のライトのように，光を

舞台にあてて蛍が飛び交うさまや夜明けを表現し

たり，地図を浮かび上がらせたり，ミラーボール

のような使い方ができたことが特筆できよう。

田中も強調するように39)，北陽の特徴は変化を

厭わぬ積極性であるといって過言ではない。そし

てその積極性は，常に舞踊としての成熟，すなわ

ち表現の広がりと技術的向上を志向していたた

め，他花街へ影響を及ぼすことがあり⑩)，舞踊界

全体の発展にも貢献したのであろう。

以上，北陽浪花踊の詞章分析に至る前段階とし

て，作歌者の変遷詞章構成，詞章と視覚表現と

の関わりを中心に，詞章周辺に関する分析から浪

花踊の特徴に言及してきた。繰り返しになるが，

北陽と花柳舞踊研究会など新舞踊運動の関係は，

より深く精密な追究を必要とする。ただし冒頭で

も述べたように，史料の残存状況から北陽浪花踊

の研究のみならず，大阪四花街の研究は困難な状

況であった。しかしながら，今回佐藤家より委嘱

された史料は，その量，質ともにかなりの空白部

分を補えるものである。近代大阪における文化史

研究を推進するためにも，一日も早く佐藤家史料

の全貌を調査し，保存状態の良い詞章そのものの
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分析をはじめ，北陽浪花踊の特徴を解明したい。

【注】

1）「恒例として温習会を催ほして居ったが，これを

京の都踊にならい，新曲に手をつけて「浪花おど

り」と命じ」日生元三郎編輯兼発行者『浪花踊』

（第2回番付）発行所北陽演舞場，大正5年，6

丁表。

2）「｢浪花おどり」と命じ，初めて開演したのは実に

明治十五年六月であった（略）同二十三年事務所

が回禄の災に罹るや同時にその建物を取穀ち，浪

花踊も此処に一時中断することになった」注l前

掲書，6丁表。6丁裏に，第1回開催時の番付が

掲載されている。

3）「同年（昭和十二年）夏遂に支那事変が起った為

め，此の公演を最後として浪花踊は休止し，今は

華かな思ひ出となったのである，斯く思ひ起す

時，北陽浪花踊は舞台美術の実験室として誠に有

意義な存在であったと感謝してゐる，尚ほ浪花踊

の積極性は逆に京都の都踊や鴨川踊にも反影し

て舞台装置も現代日本画の大家諸賢に下絵を依

頼して新鮮な雰囲気を表現する様になり，一大革

新気運を生じ始めたことは同慶の至りである」田

中良『舞台美術』西川書店，昭和19年,p.103．

4）笠井津加佐・佐藤恵「浪花踊に関する史料調査－

佐藤家伝来の浪花踊番付（第一回～第六回)－」

「人間社会環境研究』第28号，平成26年,pp.211

-231｡

5）同上「同上（第七回～第十五回)」『同上」第29号，

平成27年,pp.101-122.

6）同上「同上（第十六回～第二十三回)」『同上」第

30号，平成27年,pp.227-249.

7）横田洋「浪花踊大阪の花街と春の踊り」橋爪節

也編著「映画「大大阪観光」の世界一昭和12年の

モダン都市一」大阪大学出版会，平成21年,pp.

70-71｡

8）岡田万里子「京舞井上流の誕生』思文閣出版，平

成25年。

9）中原逸郎「花街の芸の再創造：京都上七軒におけ

る石田民三の寄与を中心に」「慶応義塾大学大学

院社会学研究科紀要』73号，平成24年,pp.57-

77｡

10）研究代表者長田豊臣『無形文化財と記録･保存

一都をどりの一六ミリ映画を題材として一』研究

成果報告書，平成13年。

11)研究代表者後藤静夫『近代日本における音楽・

芸能の再検討』京都市立芸術大学日本伝統音楽

研究センター，平成27年。

12)加藤政洋『花街・異空間の都市史』朝日新聞社，

平成17年。

13）国立劇場近代歌舞伎年表編纂室編『近代歌舞伎年

表大阪篇』1巻－9巻，昭和61年一平成27年。

14）大阪市『明治大正大阪市史』第1巻，評論社，昭

和9年。

15）大阪市史編纂所編『南木芳太郎日記一大阪郷土研

究の先覚者一一』大阪市史料調査会，平成21年。

同編『同二』同調査会，平成23年。同編『同三』

同調査会，平成26年。いずれも古川武志氏の翻刻

による。

16）南木芳太郎編『上方』第1号一第151号，昭和6

年1月-19年4月。

17）注6,pp.246-249.

18）半井桃水館記事による

(http://tsushima-tosui.com/facility.html)。

19）田中は，「第9回第五場春日の歌垣｣の舞台考

案で，初めて参加した。

20）田中の著作によれば，彼は大正8年11月，有楽座

で藤蔭会の『朧の清水』を手がけて以来，同会や

花柳舞踊研究会など舞踊の舞台装置を手がけて

いた。そのほか多くの舞台に関わっている。北

陽に関係するものとしては，市村座との関係は大

正10年5月「奇跡｣，小山内薫とは，大正12年3

月彼の作品である『息子』が帝劇で上演されたと

きの記事が初見である。また，宝塚少女歌劇と

は，昭和2年5月『モン・パリ』の歌舞伎座（東

京)公演が初見であるが，『宝塚歌劇五十年史』(昭

和39年，宝塚歌劇団発行）には，昭和3年3月の

記述が見え，「モン・パリ』の初演が昭和2年9

月であることから，昭和3年の記事が正しいであ

ろう。「私が北新地の浪花踊の舞台を装る様にな

ったのは，関東大震災の頃市村座の舞台事務を預

かっていた為同年秋宝塚に於て菊五郎一座の公

演をすることになり，関西へ出張した頃から岡村

柿紅氏を通じて北新地の役員諸氏と知り合いに

なり，此の縁によって岡村氏作詞のものの舞台を

描くことになったわけである」（田中注3前掲書
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p.102)。

岡村は大正14年5月6日東京で没した。藤本宏

幸「岡村柿紅」『国史大辞典』第2巻（吉川弘文

館，昭和55年)。

｢ことに菊五郎の芝居は名古屋へでも東京へでも

出掛けて行って欠かさず見てゐます。山村舞の

ことで毎月のやうに上京してゐますが，その度に

菊五郎の芝居があったら，その見物も予定のうち

に必ず繰入れてゐます」佐藤駒次郎「舞姫佐藤く

にさん｣，『上方』第73号（長寿号)，創元社，昭

和12年,p.21。

｢同四年五月，市村座の田村成義没後も嗣子田村

寿二郎を助け，晩年は専務取締役として同座の経

営に尽力した」藤本宏幸「岡村柿紅」i国史大辞

典』第2巻（吉川弘文館，昭和55年)。

大正13年5月「市村座,復興開場」『松竹七十年史』

松竹株式会社，昭和39年,p.941。

｢市村座の関係の上に，花柳舞踊研究会との関係

も加わって吾々は又々此娯楽物たる浪花踊に対

しても何等かの文化的向上への意義を付加すべ

きだと云う希望を持って善処したくなり」田中注

3前掲書p.102．

第2回花柳舞踊研究会に｢彦根屏風｣(岡村柿紅作，

久保田米斎衣装・舞台）の記録があり，二代目壽

輔は「座頭」の役で踊っている。末廣惠保「花柳

舞踊研究会記念画集』花柳舞踊研究会,昭和10年，

p.2。別に第2回の項に，写真と解説あり。

注26参照。

歌舞伎座宣伝部『歌舞伎座百年』松竹株式会社・

株式会社歌舞伎座，昭和63年，「二改装と松竹

経営一明治末から大正期」末尾。

注24前掲書p.241,pp.939-940．

注24前掲書p.939．

注24前掲書p.118,歴代役員写真の項。

KASAITsukasa"AnAttemptatRecording

ArtisticReality;AnlnterviewwithaDancing

MasterHANAYAGI,Rokumino",『人間社会環

境研究」第27号，平成26年,p.193・

笠井，注32前掲論文,p.192｡

大西秀紀「映画主題歌「祇園小唄」考一承前一」

『アート・リサーチ」5巻，立命館アート．リサー

チセンター，平成17年,pp､35-41．

浪花踊行進曲（レビュー小唄）長田幹彦・作詞，

松平信博。作曲・編曲，徳山漣・歌，制作ビク

ター，昭和6年4月発売。国寸国会図書館デジタ

ルコレクション書誌情報による。なお，大西秀紀

氏。古川武志氏より「浪花踊行進曲」を含め，ご

架蔵の楽曲についてご教示と楽曲提供を受けた。

36）小山冨紀子「都をどり考一「年々歳々花相同じ」

を考える一」『無形文化財と記録。保存一都をど

りの一六ミリ映画を題材として一』平成13年,Pp・

139-149｡

37）岡田万里子「都をどりの映像一レンズの向こうに

あった舞台一」『無形文化財と記録・保存一都を

どりの一六ミリ映画を題材として一j平成13年，

pp.43-112.

38）山田和人「都をどりと舞台装置」『無形文化財と

記録・保存一都をどりの一六ミリ映画を題材とし

て一』平成13年,pp.151-161.

39）注3参照。

40）北陽浪花踊が，都踊・鴨川踊に影響を与えたとい

う田中の指摘以外にも，新町浪花踊においては，

大正12年に池田大伍昭和2年に山岸荷葉同5

年以降は西条八十，里見弾，久保田万太郎ら在京

の著名文士を作歌者に充てていること，また昭和

5年，新舞踊運動の代表作「思凡」を上演してい

ることが注目される。

21)

22）

23）

24）

25）

26）

27）

28）

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

９
０
１
２

２
３
３
３

33）

34）

35）
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表1大阪四花街「春の踊」作歌者の変遷（明治41年一昭和12年）

罵』… ｊ
弘
弼

~~~堅'.'~~~."'.､ⅡⅡ',.~~~~~~~~~…~~~‐~~~…~~¥

2

2

井関鴨州**＊

井関鴨州
！

Ｂ
》
９
》
０ 江上脩次郎；

江上脩次郎；

江上脩次郎；

江上脩次郎；

－
２
一

一
画
一

一
大
一

聯
１
３
１
鵬
ｆ
１
Ｊ
ｆ
５
Ｐ
ｆ
Ｊ
ｆ
抄
Ｉ
１
ｆ
ｆ
宮
ｆ
凸
冒
〃
ｐ
４
Ｆ
４
沙
４
５
１
Ｆ

３
－
４

１
唖
１

正
一
正

大
一
大

；

i､菅

喝．.

世
…
…
Ｊ
に
…
唇
ぞ
＃
；
…
、
喝
・
飯
Ｆ
・
に
‐
ｆ
ｆ
１
ｍ
師
・
、
～
．
…
砧
；
印
可
・
串
領
も
Ｊ
・
ｒ
ｐ
ｒ
ｆ

理
妬
一
諏
一
轆
一
祀
一
那
一
Ⅷ
一
”

＃
：“,面

食満南北

食満南北

食満南北－－~~~一…………一一；
…－－鱈…….…一…；

食満南北
……………－－－……ゞ ；
食満南北
一

虻
Ｆ
〃
く
い
Ｊ
１
に

I

ロ■■■■■■■■■■■■■■■■

○北新地「浪花踊」の作歌者名は．佐藤家所蔵番付（簡易版）による。

南地「芦辺踊」第43回以前の作歌者名は，『第43回あしべをどり』番付による。

他は，特に断らない限り『近代歌舞伎年表大阪篇』による。

＊国立国会図書館所蔵番付による。＊*大阪市立中央図書館所蔵番付による。

＊**大阪府立中之島図書館所蔵番付による。＊***関西大学図書館所蔵番付による。

注1）『新版雪月花』（第25回新町浪花踊番付，大阪市立中央図書館所蔵）による。

2）古書壁「モズブックス」の目録（日本の古本屋）による。

3）稲田朝美『江上朝霞伝』（昭和52年，私家版）による。

花街

年代

北新地

浪花踊

新町

浪花踊

南地

芦辺踊

＝

1

2

大槻如電

渡切霞亭

1

２
匙
３
『
４

5

６
《
７
》
８

9

久保田蓬庵**＊

久保田蓬庵1）

久保田蓬庵***＊

久保田蓬庵1）

久保田蓬庵**＊

久保田小塊＊

久保田小塊＊

生田南水*＊

生田南水***＊

４
》
５
》
６
》
７
８
９
－
０
》
１
僻
２

２
－
２
２
２
２
２
》
３
》
３
》
３

水
一
水
一
水
一
水
一
水
一
水
犀
水
一
水
三
水

》
一
》
一
》
一
》
三
》
一
》
一
》
一
》
一
》

３
－
４
－
５
》
６

７
》
８
》
９
｛

10

１
－
２
－
３
》
４
－
５

１
－
１
－
１
》
１
－
１

相
一
打
一
杷
一
灼
一
加
一
創
三
亜
把
泌

諦
一
》
一
一
一
紅
》
Ｉ

》
ゞ
》
水

》
》
》
一
》
》
柿
一
利

《
一
Ｆ
三
耐
一
》

》
》
》
／
一
睡

淋
三
鰄
一
趣
泌
淋
口
跡
王
錘
柿

薪
一
耕
一
等
弓
巻
毛
耕
王
耕
一
響
三
蹄

半井桃水

半井桃水

岡鬼太郎

岡鬼太郎

岡/半井/大槻/岡村

(15周年記念佳作集）

岡鬼太郎

長田幹彦

長田幹彦

長田幹彦

長田幹彦

木村富子

木村富子

木村富子

扣
一
Ⅱ
二
二
二
一
枢

旧
一
脚
一
幅
一
帽
一
打
一
栂
一
円

０
》
１
》
２
－
３
－
４
－
５
》
６
－
７

２
》
２
《
２
－
２
》
２
畳
２
》
２
》
２

生田南水1）

生田南水＊

生田南水*＊

池田大伍*＊

各新聞社先生1）

生田南水〆

平山晋太郎拝

平山晋太郎

山岸荷葉

春日居小史**＊

生田南水*＊

西条八十

西条八十

西条八十

西条八十**＊

里見諄**＊

久保田万太郎*＊

高安月郊**＊

(未詳）

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

５
邪
６
－
７

４
》
４
－
４

48

９
－
０
鵠
１
噸
２

４
』
５
》
５
》
５

53

誹
己
諦
三
諦
一
誹

錘
佃
翠
一
望
一
望

生田南水*＊

》
一
＊
一

一
》
＊
一

水
》
水
》
水
》
水
一
水
一
水
一

南
一
南
一
南
《
南
》
南
》
南
《

翠
一
銅
一
望
耳
甥
三
錘
一
翠
一

生田南水2）

食満南北

食満南北

食満南北2）

(未詳）

食満南北2）

食満南北2）

食満南北

(未詳）

食満南北

４
“
５
》
６

7

８
》
９
》

10

１
－
２
－
３
－
４

１
－
１
－
１
》
１

15

６
価
７

１
轟
１

18

９
》
０
－
１
－
２
州
３

１
《
２
》
２
畳
２
Ⅱ
２
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表2北陽浪花踊の詞章構成
一

＃回 演目 詞章構成

1

2

３
》
４
－
５
－
６
《
７
》
８
錨
９
一
加

1

大栄曲

四季の曲

花紅葉の曲

浪花の手振

大和巡

ふかみ草

道中双六

賎の小田巻

歌絵巻

津の国名所

春の勝関

置き歌(金銀襖の舞台装置)一四季(初夏､秋､冬(雪)、春一音頭）！
………－.…い会v割………'…一一…"……金…‘-……=……~‘…………露……-…電w一…･…､一一一一､-…………w…….．……－､､雫'､合､-.--鐸……､-……….､-'"零……-…－曙ﾊ瀞.､---…r………､.…"『…辛………………‐

置き歌(御簾の舞台装置)一四季(夏､秋､冬､(小原節)、春）i
一条………－－－－－琴一筆…一一鋼………精一－－－－……一一一…………--－一・一一…--…､…､霧､……鐸銭･…･･"･－－－－菅､－－……･……･…､会瀞･-､瀞'･=．､ゞ ･'鍔-…雪…………'…'……金…､…善一－－

置き歌カー四季(冬､春､初夏､秋）_－－－－－－－…－－－－－－…一_………“……““““ー……………"￥……ー …………"…“……ー“"…“…“…"“…“…_”－－…"““““""……"………i_……"……""……““………"…_…

置き歌(金地に墨絵)一(八ツ橋､紅葉､雪､踊歌､荒磯､桜）

置き歌(銀襖)一四季(初夏､晩夏､秋､初冬､冬､春)一平和の春

……i…………"““…""……““………"…_…
l
1

$
－－$一志鱗『……………-……'－－替一

‘

置き歌(銀地に墨絵､早梅)一蹴蹟､蛍､後苑一鹿鳴踊､月、紅葉､雪､外宮神社－河崎音頭､桜）

置き歌(墨絵､社頭の暁)一雪､花､畳気楼､天王祭〈7月12-14日､笹踊)(駿河舞力)一三島舞一

紅葉一鎮座祭(11月1日）
準言爾や＝ー勿､、挙旦鼻星窪典…一一…………………噛雫……………－－－－傘…一一…………一一…………………一…－…;……－－………………‐

二見浦(旭光照波)一今宮十日戎一雪一紅葉一月一大原女(趣向有)一藤一若葉一桜
………,….､,.v､､-,.…,._黍....……一一一・一…._….露.,=.,.,-..,…....一...…､-..…､v－－筆.….矯‘,…--.,-.…ー､…._……,…wー琴..ー､….､.､,扇.,-.-...,-…",.‘､一一一,｡､､噸､.….､..,.､傘."...､-.,._』,一….,…､,､.‘.…-,..-.筆.….…－．､

暁山雲(勅題の墨絵)一曲水(平安朝)一納涼(鎌倉時代)一雪見(江戸末期)一歌垣(奈良朝)一

誤(足利時代)－浮世絵(慶長風俗､彦根屏風)一螂燭(現代）

置き歌(松に鶴)一蛍一茸狩一住吉踊一七夕流し一梅一新舞踊一桜

置き歌(銀襖､勅題)一卯の花一蓮一蛍烏賊一菊一｢女人形記｣舞踊化一花軍

'･･･~~~・~Y~~"･~．~~.､~･~~~＝'．“',Ⅱ.'。。“'・~,､

｝

－－－F,vや千軒.ザ…_…毒ぞ

,．__..､与聖.…,,…､､､"､…,,､､…_雷,…今，

２
》
３

４
－
５

１
》
１

六つの色彩

四方の海

大文字

浪花の賑ひ

置き歌(夜明)－紫(藤)一黄(田園の初夏)一黒(墨絵)一白(初詣)一赤(紅葉)－青(若草)一

五色交々(噴水塔）
一一……ー~ー'一……~~…一一一.一~一一一一…一一一ー雲一一…r…'…=…一一一一

I

歌(海上風静､勅題)－春一夏一秋一常世一冬

山色薪(勅題､御大典)一大黒天一大仏殿一大堰川一大物浦一大大阪

置き歌(梅､祝十五周年)一十日戎一鴛替一吉左右踊一住吉踊一浮世絵一花軍

r
I

且
７
－
８
－
９
－
０

１
》
１
－
１
－
１
－
２

神風

今昔夢絵姿

阪
》
烏
》

大
一
彩

の
》
春

業
一
姿

産
一
艶
．

千代の盃

戦意高揚風(海辺の巌一合縁奇縁一諸願成就一敵国降伏一龍の宮居一戦捷記念)|－－－－－－…－．－．.……季_.‘-.--.-,.….､,._．､_…….....､-....=",..,..,--,-…-..-..--,..盆.､.､－．.….､.､---...-,--.-.－－.…..､-...-一….…...…….曇,..,､-.,.,,…-,.-....,.』一…_

黎明(神代)一大仏開眼(天平)一釣殿御遊(藤原)一花宴(桃山)－西鶴五人女(徳川前期)一
－画.q…,■■■■■’’■■.■凸一■"■■■-■-．‐ロー砧一口一一・一一一司一･‐一頭---司一一一"－，で一一一一辛一串一△----誇鍔凸.G■凸.-凸’気■'■''.■''■'■・画．皆ロー……－－老手で一一一一一一--■"ﾛｰｰﾆｰ｡～､一一…串菩鍔寺一一一寺一一一G－q－ﾛｰｰｰ

錦絵(徳川後期)一泰平(五十年後､浪花踊大行進）錦絵(徳川後期)一零蕊雲t毎蕊蕊醗さ行進)=一一………一…一=一一一………』……－－
序曲(国造)一珠玉の象徴一織物の象徴一貿易の象徴一仇夢一鉄工業の象徴一工場反映の象徴

１
口
》
刺
！

一
正
》
口
諦

一
一
一
一
や

一
一
ｊ
一
船

一
一
手
一
室

＊
》
、
一
雪

恥
一
橋
一
泡

一
一
ツ
》
の

一
一
》
一
一

一
Ｆ
一
串

一
一
》
一
滞

正
一
一
》

１
－
２

２
－
２

23

舞上空件吉

浪花賑淀川絵巻

偲面影浪花色彩

飛行祈願一傘飛行一鶴の飛翔一月の世界一夢の浮橋のイメージー飛行機一農工商の発展

置き歌〈主題を表現した鍛帳)一恋の情緒を表現(川の流れ､茶屋風俗､滑稽味､淀の水流､夜船、

喰はんか船､幻想､橋)一繁栄の象徴自の象懲一一一一一一一…_=一………_…－－－－－－上……－－－
1月(付北陽萬歳)～'2月；
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表3北陽浪花踊の詞章中に登場する「場」

里『‐骨壷

1

；
$

i

1
-.-.--.‐--'--'今..．'･'･'･'･'･'･“Ⅱ..'...Ⅱ.'･'Ⅱ.'・ず'､~､~~合一..~~.~･'.'~..“Ⅱ..Ⅱ.“'･'･'･'‐．~,.､.．､~~f

……･"狸'金･"･』鐸,,今･･･‘･･"･-‘‐苧･‐･…"…･←､…．．…･･･“･･･鍔“･…･･･苧････‘･-…一･･…････‘

“
二
‐
二
‐
宮
ｐ
宮
‐
》

一一一

一塔”津(相恨ノー明》首f甲呂；

笥津一通天橋一四条河原一大原女(超

一袖ヶ浦(鎌倉)一向島一春日一加茂一

軍
Ｅ
雲

埜
罹
一
両一

》
一
銅
一
》
一
一

：島郡)－金

(京都)一才

一場所不印

詞一大阪一

J
f

一

詞．－，11雨一濡一大阪輯

回 演目

1 大栄曲

鳥
３
－
４

四季の曲

花紅葉の曲

浪花の手振

橿原神宮一碓氷峠一黒部川一小金井
.~…..~-.-..~.…~..竿.金一＝..舎舎...今........‘.今.今.今.........‘...今..............‘.....‘.‘.今.....‘....‘...‘.今.．".．..“..．...~.~.ーf"….…鍔~..~..………~.~…~……………..~......鍔......…

松島－吉野一長良川一厳島；

三河一養老一富士川一(吉左右踊)一大洗一上野

５
－
６
－
７
》
８

9

大和巡
一
草
一
六

一
み
》
双

一
か
一
中

↓
ふ
一
道

賎の小田巻

歌絵巻

扣
一
Ⅲ
一
枢
一
個

錘
関
一
零

厘
勝
一
の

麺
》
認
一
麺

四方の海

脚
一
幅

大文字

浪花の賑ひ

６
叩
７
》
８
》
９

１
》
１
－
１
》
１

20

21

神風

姿
一
諏
一
鶏
一

一
一
識
に
》
一

千代の盃

舞卜牢件吉

二見ヶ浦一イメージー古市一千代の松原(筑紫)一竜宮城一三等艦

天の岩戸(神話)一大仏殿(奈良)一平等院(宇治)－醍醐(桃山)－イメージー祭礼の町家(江戸)一

大阪
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表4北陽浪花踊の舞台及び振りに関する記述
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大認言で上る｡｢参
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五

一
ハ
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三

「正…か佐右た列かる上ると二十四人の踊り子が奈良絵の扁客持ちて心も空に思ふ同士袖存連ねて妙な
馬手祷り葬目廿主すI

｢だみちより踊子十二人紺無地の巳傘をかざして立出ていとも風情ある振り事ありて最後に『扶に摺て家土産に
且LJnl－今唾へ至一＝Ⅳ一一幸TI＝告〃…ft÷－ェなFzUU÷÷、

四

五

一
ハ
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八

｢地方と鳴物だけが腕と咽喉を振ふ所ですが(略)十二人の踊子が紅葉の持枝でほんに見る目も綾錦と派手や

かに踊りますI

｢此の廓が始めて試み今に独特と誇ってゐる選抜された踊子六人が享保頃の鄙びた賎の女の姿で晒布と砧を

持て現はれ砧拍子の節面白く西川流得意の軽妙にして然も優美を失はない振りを見せI
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》
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踊子十二人数寄屋笠寄手にして童やかに踊ります1

踊子十二人楽の音につれて空堅を持って立出て面白の眺めやと華々しく舞ひ終り』

其祝意を表する為め特に最後へ此の場を加へまして思ひ切って目新しき処存I

教次露の億次が色電気たて五色の玉識らし所々仁…

此種舞踊に始めて応用する管絃楽を加へた三部合奏』

といふ当組合独特の大道具」
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計
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四

五

一
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八
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｢こLへ初めて踊子が二十四人扇審かざして現はれさすが手練のおも揖とり揖たへなる手振をまづお目にかけま

す」

｢蛍の群が入り乱れて飛び交ふさまを"最獅式の重気琢湧魂鰯こ群

子が｢蛍来い水のましよ'と節おもしろう軽快な振で踊りますI

し､団扇と蛍額を手にした十二人の踊

｢ここは杵屋勝太郎が初めての腕を揮つた皮肉な大薩摩を聴かすところですからただ地方と鳴物だけが腕と咽

喉とを比ぺ合ひます」
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へた害かしな手振で｢オヤモサオヤモサIと極めて軽妙に踊りぬきますI

｢江戸駒込明神の祭礼にもこの踊を踊った例があります｡しかし現今はこの踊は全く絶えて何処にも残って居り
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｢この場は北鰐線意の大牽蚕奥の_と万から紅葉害描いた扇をかざした十二人の踊子が山塞って錘れ
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｢傘存手にして寛やかな振りで舞ひます」
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の前身ともいふぺきものですが､その又濫箙は鶴の舞といふものから起ったといふことで」

｢桜の枝と扇寄手にしと二十四人の踊子全員が八百万代の春ぞ長閑けきと賑々しく舞ひ」



｢北陽浪花踊」の特徴への試論一作歌者，詞章構成，詞章と視覚表現との関係をめぐって一17
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一 …軸一F一一

．“.......．．．‐.…1

は多少修正しました」

｢踊子二十八人上場至極艶麗なる振I
鍔"､､童寺w、 ….~､~一~…………､…………………一一…鋳一……一…、~"－－……筆一一~一一…､……………；

した踊子十四人(略)節面白く足許かろく陽気な昔の大阪I｢娯訟小判に米俵くさくさの小宝のついた小笹を肩にした踊子十四人(略)節面白く足許かろく陽気な昔の大阪

名物十日戎参詣の情緒を十分に味はせ」
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四

｢舞台は認雲避7鍾塞…の梅＃(略)面白き振にて踊る」

｢日本にて一番古い踊歌として今日迄伝って居るものに吉左右踊といふもQがあります伝説は種々.あるが(略）‐、戸再’←__宥一.-－1

今は楢かに唱歌が二三首残って居るばかりであります(略)手に垂客待ち軽妙な振1
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｢前段は(略)紺の日傘を肩に手に(略)頗る優雅なる振りにて踊る｡後段は住吉神社の田楽舞より転化せしと五
．…………！

(略)頗る軽快勇壮なる舞踊」
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~.｡.｡.~~｡.~~~･'･'..･･･.…~.,~~~.~令~.．~~~~~･~~,~~鈷汗~~~･今~~~~~~q､.~~･･..｡.~.~~F~~.~.－~~~~~~~…,~~~,~~~｡，~~~,~..､~~…｡~~.｡~･~･'･…｡.,……｡.｡…｡,｡.,,,｡,｡,･･･,,．~~.．~~~~~~~..~~~~~･~･･,,,,,,,,．,,,,,,,｡~~~,､｡,,,~,｡,~,･･･,~~~~,~~･･,｡,,,,,,,,･･,,｡,~,
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四 ｢節調面白く異国情調豐か.に(略>此場面は御朱印船より仇夢に移るつなぎの幕で背景の帆は同船の帆であり
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振事歌詞の終ると共に人形は幕明きの位置姿勢に」
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舞踊化とも称すべき活気旺港せる踊」

『人間の機械化モーターの陣き蜘蛛手に渡した架空線の電力幾千万紡錘の動きあらゆる機械万能を見せた七

舞台面であり(略)機械の踊を見せ行進曲の演奏に連れ踊のクライマックスに達す」

｢ﾎグﾒﾝﾉ･に北躍待の電気…以て五月雨及淀の水流を表はす(略)前半は十人の踊子を以て雨に煙る雨に煙る
堂＝一一一・一一一一~I

２
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－

淀川ぺりを引船して上り行く様をリズミカルに表現し後半は十八人の踊子を以て淀の水車を抽象的に表現I

｢此場は紫外光鍍確認ごて目新らしき趣向」三

四
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子の握､澱江の流に浮ぶ遊散船には三々五々踊…ー……ー………………一…=一…~…………~………一…~'~…I
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｢舞台全鉱琴潅見船と見立て踊子十二人船中にて浮かれ拍子の振､澱江の流に浮ぶ遊散船には三々五々踊

子分乗､何れも酒機嫌の振1
弓
九
一
十
三
一
Ｊ
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｢団扇手1三(略)十五人月見の振」

r踊子別迩三人奴､建迩十六人」
弧……

｢小鳥を表現した衣裳をつけたる別騒四人」

｢役者に扮する別踊十二人_外に総踊三十人」


